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１ 研究の概要 

 

 研究代表者は，無線脳波計測デバイスの低消費電力化に関する基礎理論から応用手法まで

の研究を実施している．研究代表者が検討している手法は，一般的な脳波計測システムとは

異なり，信号の取得に圧縮センシングを応用することに特徴がある． 

圧縮センシングを活用すると，対象信号を間引いて間欠的にセンシングするため，無線脳

波計測デバイスで扱う情報量を大幅に削減でき，消費電力削減効果が期待できる．しかし，

圧縮センシングを活用したセンシングシステムには，通常の等間隔サンプリングと異なるた

め，圧縮センシングに適した新たな回路実装手法の実現が求められる． 

そこで本事業では，圧縮センシングを活用した回路システムに適する新しい安定化電源回

路を提案する．具体的にはFBPEC（FVF-Based PSRR Enhanced Circuit）を応用することで，

LDO（Low Drop Out）レギュレータ回路の「低消費電力化」と「低電源電圧変動」の両立

を実現した．本研究では回路パラメータの設計からマスクパターンの作成，実集積回路を用

いた検証までを行い，提案手法の有効性を確認した． 

 

２ 研究の目的と背景 

 

脳波が手軽に計測できるようになれば，脳波を活用した様々なアプリケーションの創出が期待

できる為，社会的に有益である．脳波計測における利用者の負担軽減を実現するにはデバイス

の小型・軽量化かつ長時間動作が重要になる．そこで，回路の低消費電力化が求められる． 

研究代表者は，圧縮センシングが「回路で扱う情報量が削減出来る」という特徴を有しているこ

とに着目し，回路の省電力化を目指した研究を行っている．ただし圧縮センシングを活用したセン

シングシステムには，通常の等間隔サンプリングと異なるため，圧縮センシングに適した回路実装

が求められる． 

本事業では，圧縮センシングを活用したシステムにおける，脳波計測に不可欠な安定電源を供

給するための新しい回路を提案する． 

 

 

３ 研究内容 

（１）脳波情報圧縮センシングチップのための安定化電源回路の開発 

(http://ssc.eei.eng.osaka-u.ac.jp/~dkanemoto/Sponsors_2.htm) 

http://ssc.eei.eng.osaka-u.ac.jp/~dkanemoto/Sponsors_2.htm


 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本研究では，消費電力の増加を抑えつつ，ピンポイントに高利得を実現できるFBPECを補助ア

ンプとして備えたLDOレギュレータ回路を提案し，設計から実測までを通し，提案手法の有効性確

認を行った．FBPECでは信号フィードバックを活用することで消費電力を抑えつつ，特定の周波数

に大きな利得を付与することができる．そこで，スイッチング周波数において大きな利得が得られ

るようにFBPECを設計することで，圧縮センシングを用いたシステムにおける省電力化と電源安

定性の両立が可能になる．現在は得られた測定結果をまとめ，論文執筆を進めている． 

 

４ 本研究が実社会にどう活かされるか―展望 

 

本研究で得られた成果は「日常脳機能計測プラットフォームにおける小型軽量無線脳波計

測デバイス」実現を目指す上で重要な技術に位置づけられる．さらに，提案技術は無線脳波

計に留まらず，実社会で用いられている省電力化が必要なIoT製品等への活用が期待できる． 

 

５ 教歴・研究歴の流れにおける今回研究の位置づけ 

 

研究代表者は無線脳波計をはじめ，様々な回路システムにおける低消費電力化技術に関する 

研究を実施してきた．特に現在は，圧縮センシング等の新しい信号処理技術を積極的に計測回

路システム設計へ取り入れる研究を進めており，ハードウエアならびにソフトウエアの両面から研

究を行っている．本事業で行った研究は，圧縮センシングシステムにおけるハードウエア開発に

位置づけられる．得られた研究成果は，圧縮センシングを活用した計測システムの可能性を広げ

ることが出来たため，重要な研究として位置づけられる． 

 

 

図１：提案する回路構成(FBPEC) 
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７ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

なし 

   

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

なし 

 

８ 事業内容についての問い合わせ先 
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担  当  者： 准教授・兼本 大輔（カネモト ダイスケ） 

担 当 部 署： 工学研究科・電気電子情報通信工学専攻  

（コウガクケンキュウカ・デンキデンシジョウホウツウシンコウガクセンコウ）

E - m a i l： dkanemoto@eei.eng.osaka-u.ac.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ： http://ssc.eei.eng.osaka-u.ac.jp/ 
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